
競 技 会 日 程

（雨天決行）

順 競 技 会 名 期 日 （会 場） 申 込 締 切 日

１ 各 地 区 大 会 4月29日 (日 ) (東・西) 各地区毎による

( 4月 26日 （木）中 北)

(前 橋)２ 第61回県高校陸上選手権 5月15日 (木 )

( 県 高 校 総 体 ) 16日 (金 ) (前 橋) 要 項 参 照

17日 (土 ) (前 橋)

18日 (日 ) (前 橋)

第61回県高校対抗陸上 9月14日 (日 ) (前 橋) 9月 1日 （月）３

15日 (月 ) (前 橋)

４ 平成20年度県高校新人陸上 9月27日 (土 ) (伊勢崎) 9月 16日 （火）

28日 (日 ) (伊勢崎)

５ 平成20年度県高校強化 10月 18日 (土 ) (伊勢崎) 9月 29日 （月）

19日 (日 ) (伊勢崎)

６ 第59回県高校駅伝･ 11月 1日 (土 ) (伊勢崎) 10月 20日 （月）

第26回県高校女子駅伝

７ 11月 14日 (金 ) (伊勢崎) 11月 10日 （月）平成20年度県高校強化

15日 (土 ) (伊勢崎)混成競技

８ 男子第26回・女子第20回 1月 17日 (土 ) (前 橋) 1月 13日 （火）

県高校新人駅伝

※ 注 意 事 項

１．申込方法 申込一覧表 (Ａ )・ 種目別参加人数一覧表 (Ｂ )・ フ ロッピ－本体の３種類
を で係まで申し込むこと。ただし、種目別参加４地区別に申込締切日必着
人数一覧表 (Ｂ )は 参加人数制限のある総体・学校対抗だけでよい。同じく
県高校総体総体・強化大会の混成競技に出場する人は巻末用紙を使用し、
締切日必着で申し込むこと。

必ず各要項を参照のこと。なお、特記事項があるので

委 員 長 〒３７０－２３１６ 富 岡 市 富 岡 １１８－６
県立富岡東高等学校内 阪 西 俊 峰

（０２７４－６２－２３２１）

２．登 録 先 〒３７７－０００８ 渋 川 市 渋 川 ６７８－３
県立渋川高等学校内 西 山 昇 あて

（０２７９－２２－４１２０）



※ 申 し 合 わ せ 事 項

１．競技役員について

出場校の引率顧問は、必ず大会競技役員として大会運営にあたること。
これに協力できない学校は出場を認めない。
ただし、特別の事情がある場合は委員長に申し出ること。

２．参加申込について

① 校長の出場認知証明〔申込一覧表 (Ａ )に 捺印〕をかならず受けること。
② 各地区情報処理担当者に申込一覧表 (Ａ )･種 目 別参加人数一覧表 (Ｂ )・ フ ロッピ

（ ）ー本体を 持参すること申込み締切日必着で 。 郵 送 不可
なお、インターネットによる申込みも受け付けているが、必ず電話等で確認の
連絡をすること。

③ 不参加の場合も必ず各地区情報処理係に連絡する。

３．申込一覧表 (Ａ )の 最高記録欄について

トラック及びフィールド競技出場者は必ず記入のこと。トラック競技で公認の電気
計時記録がなくても、手動計時で練習中として記入すること。

４．参加料等について（各大会の参加料は、下記のとおりとする）

個 人 種 目 １種目 １人 ６００円
リレ－種目 １種目 １チ－ム ８００円
混 成 競 技 １０００円１人

ただし、高校駅伝・新人駅伝については要項による。
なお、県高校総体については参加料は徴収しない。
記録集 (デ イリープロ )に ついては１日分３００円で販売する。申込一覧表 (Ａ )に
希望部数を記入すること。

５．試合参加について

①ナンバ－カ－ドは登録番号とし、原則として規定のものを胸背部に付ける。
ただし、走高跳・棒高跳に出場する選手は胸または背のみでもよい。

②トラック種目出場者は本部で用意した腰ナンバ－を に付ける。右 尻

※ 競 技 場 住 所 ・ 電 話 番 号

○ 群馬県立敷島公園陸上競技場
前橋市敷島町 ６６ （℡ ０２７－２３４－９３３８）
競技場内庶務室 （℡ ０２７－２３３－１３１５）



群馬県高等学校新人陸上競技大会平成２０年度

兼 平成２０年度 第１２回関東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会県予選会

１．主 催 群馬県高等学校体育連盟 群馬県教育委員会 群馬陸上競技協会

２．後 援 伊勢崎市教育委員会

３．主 管 群馬県高等学校体育連盟陸上競技専門部

４．日 時 平成２０年 ９月２７日 (土 ) 午 前 ９時００分 競技開始

９月２８日 (日 ) 午 前 ９時００分 競技開始

５．場 所 伊勢崎市陸上競技場

６．種 目

男 子 女 子

一 100m 400m 1500m 110mＨ 100m 400m 1500m

日 3000mＳＣ 5000mW 4× 100mＲ 100mＨ 3000mW

目 走高跳 棒高跳 走幅跳 4× 100mＲ

砲丸投 やり投 走幅跳 砲丸投 やり投

二 200m 800m 5000m 200m 800m 3000m

日 400mＨ 4× 400mＲ 400mＨ 4× 400mＲ

目 三段跳 円盤投 ハンマ－投 走高跳 三段跳 円盤投

＊ 記録会の部として男子５０００ｍ (2 )・ 女 子３０００ｍ (2 )を 設 ける。日目 日目

＊ 記 録会の部は３年生の出場も認める。

７．参加資格 (1)選 手 は、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒である

こと。

(2)選 手 は、群馬県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要

項により全国大会参加の資格を得たものに限る。

(3)ア ． 平成２年 4月 2日 以 降に生まれたもの。ただし同一学年での出場は

一回限りとする。 (全 日制１ ･２ 年生 定時制１ ･２ ･３ 年生に限る )

(4)リ レ －編成においての全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒に

よる混成は認めない。

(5)転 校 後６ヵ月未満の者は参加を認めない。ただし、一家転住などやむ

を得ない場合は県高体連会長の認可があればこの限りでない。

(6)出 場 する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長の承

認を必要とする。

(7)群 馬 陸上競技協会を経て（財）日本陸上競技連盟に登録された競技者

であること。

(8)参 加 資格の特例

ア、上記 (1)(2)に 定 め る生徒以外で ､(3)～ (7)の 大 会参加資格を満たし

かつ、県高体連が推薦する生徒を別途に定める規定に従い大会参

加を認める。

イ、上記 (3)ア の 但し書については、学年区別を設けない課程に在籍す

る生徒の出場は、同一競技２回限りとする。



［大会参加資格の別途に定める規定］

１．学校教育法８２条の２、８３条の学校に在籍し県高体連の大会に参加

を認められた生徒であること。

２．以下の条件を具備すること。

(1)大 会 参加資格を認める条件

ア ､全 国 高体連の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重する

こと。

イ ､参 加 を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齡、修業年限

ともに高等学校と一致していること。

ウ ､各 学 校にあっては、県高体連の予選会から出場を認められ、全国大

会への出場条件が満たされていること。

エ ､各 学 校にあっては、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に

責任ある顧問教員の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が

高等学校に比べ著しく均衡を失していず、運営が適切であること。

(2)大 会 参加に際し守るべき条件

ア ､全 国 高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目大会申

し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ ､大 会 開催に要する経費については、応分の負担をすること。

(1)引 率 責任 者は、団体の場合は校長 の認 める当該校の職員とする。個人の８． 引率・監督

場 合は 、校 長の認める学校の職員とする （但し、公立学校にあっては教員。

とする ）。

(2)監 督 は、校長が認める職員とし、それが外部指導者の場合は傷害・

賠償責任保険 (ｽﾎﾟｰﾂ安 全 保険等）に必ず加入することを条件とする。

９．参加制限 (1)同 一 人 の参加種目数は、リレ－を除く２種目以内とする。

(2)リ レ － は、１校１チ－ムとし、６名以内とする。

(3)外 国 人 留学生については１校男子４名・女子３名以内とし、１種目

１校１名以内とする。 (こ の種目には、リレ－も含む。 )

10． 競 技 方法 (1)第 12回 関 東高等学校新人選抜陸上競技選手権大会の予選を兼ねる。

（ 2)本 大 会 における３位までの入賞者 (３ 人・３チ－ム ) は 、上記大会

の出場権を得る。

11． 表 彰 各種目の１～３位には賞状を、４～６位には専門部賞状を授与する。

12． 申 込 方法 申込一覧表 (Ａ )・ フロッピーを作成のうえ９月１６日（火）必着で

申し込むこと。

種別コードは新人大会００、 する。記録会の部は１０と

13． 附 則 (1)駅 伝 等 の関係で関東大会に出場を希望しないものは記録会の部に出

場のこと

(2)10.(2)の 関 東大会出場権獲得者で止むを得ず出場不可能になった時は

必ず委員長に速やかに申し出をすること。

(3)上 記 (2)で 欠 場者が出た場合は、申込み〆切前であれば４位以下順次

繰上げ出場権を与える。

。(4)ト ラ ッ ク種目は、申込み人数によりタイムレースとすることもある

(5)競 歩 に おいて周回を残し制限時間を超えた者については競技をうち切

5000mW-30' 3000mW- 20'る も のとする。




